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3.愛鷹牧畜会社の牧場「山居」 (宮本 )

1江 原素六がつ くった牧場の 11:tltll.1也 lLで はその用

i lJを  1111文 J と,lll柏す る., 糸り12田 J´夕のlt上場は束
'El'

か ら岡宮にまたが り、高さ 6尺 の上彗tがそのりЧ方に

め ぐらされていたが、
'メ
真はその rll i型 の一

‐部 .

2 東沢田村の土・・ll:族 の結社 1と同農社が、緬
｀
Fを 放牧

した場所. Lオ f地笹
'11′

卜に外接する。

3中 世tの 山 |〔 }信仰の 、11院 だとか、 111:1家 の残党の砦だ

とか、隠れキリンタンの教会だとか .:わ れ、現在も

謎の遺 Frlで ある「山居Jは 、受疵牧畜会社によ っ́て

牧場 として利用された.

江
原
素
六
と
牧
畜

明
治
四
年

（
一
人
七

一
）
の
海
外
視
察
の

体
験
は
、
帰
国
後
の
江
原
素
六
の
行
動
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
兄
聞

は
、
工
業
よ
り
も
農
業
の
ほ
う
に
強

い
印
象

を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
が
行

っ
た

牧
畜
業
は
明
ら
か
に
西
洋
式
の
そ
れ
を
取
り

入
れ
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

愛
鷹
山
を
放
牧
場
に
利
用
す
る
こ
と
自
体

は
、
既
に
静
岡
藩
時
代
に
、
軍
事
掛
の
幹
部

と
し
て
の
キ
一場
か
ら
Ⅲ
ネ
府
の
愛
鷹
馬
牧
を

引
き
継

い
で
管
理
を
行

っ
て
い
た
関
係
上
、

当
然
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
．
ま
た
沼
津
兵

学
校
で
の
同
僚
赤
松
則
良
が
オ
ラ
ン
グ
か
ら

持
ち
リーーー

っ
た
牧
牛
に
関
す
る
洋
書
を
見
る
機

会
も
あ

っ
た
と
い
う
．

士
族
授
産
の

一
環
と
し
て
江
原
が
牧
畜
に

乗
り
出
す
の
は
、
廃
藩
後
の
明
治
五
年

（
一

人
七
二
）
で
あ
る
。
駿
東
郡
元
長
年

・
北
小

林

・
同

一
色

・
東
沢
田
村
、
富
士
那
万
野
原

新
円
に
ｔ
着
し
た
旧
幕
臣
三
百
五
十
人
を
対

象
に
県
か
ら
借
り
た

一
万
四
千
円
を
資
金
と

し
て
、
牧
牛
社

・
混
同
農
社
と
い
っ
た
結
社

を

つ
く
ら
せ
、
牧
■

・
牧
羊
を
行

っ
た
。
ま

1 江原素六の「牛牧J土塁 (東熊堂字松沢)

2.混同農社の「緬羊牧」土塁 (東沢田)
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結 社 名 11′ しヽ人物牧 ゴ l lrJ場 着千年月 家 畜 Il楽1
ll文
    
′
11    ネ|:

1と i可 農 社

1丈   
｀
「   イL

IIイト lt l下 ネL

産 馬 会 社

牧  ‖: 場
lll:   1文    f)

愛鷹牧畜会社

,兵 本l fi′卜」場

たIt窪小」11若 |:族

束|プ (|‖ IJ Jl着 l:族

,1原素六

森田留 |・lK

IJll lil｀ 14

仁田大八郎・サ|1 l flkヽ |え・l ll中 鳥4i

海瀬八 |♂ F・ 同源兵衛・同ウι太郎

花島兵イ「衛 |‖ |

永リト11六郎・司田金

`千

・森藤七郎

ツt本 III11｀「

l毀束イ‖∫′こ1モ窪オ|

駿東引
`束

ツ(HI小」it見■

唆メ(イ‖∫束熊堂本J

IIl夕∫州
`|:山

‖J・ 桑原IJ

71沢郡修善 11本」

|‖ ノデイ‖り|』疇1寸

イ||'(イ‖∫
"」

ノヽ小|

田方洲
`三

「ι‖I

駿東郡

イIツ (イ‖∫Jし ,1‖l村

|り

リ

り

り

|リ

り

|リ

|サ

ロ|

治 5年 1()月

治 5年末

治 7年 5月

1台 13114'1

治13年 711

治14年 4月

治14年 5月

治20年

治23年

fし ,ll′「

糸面■・」家・
′
ト

11-羊

糸面,■

1勺 fし

'|〕

′
卜・乗||」 113

1勾 fL用 11・ 乗搬用‖

来用・農″1馬

手 し

'|]′
11・

′
11・

′
ト

‖;

|!;・ ,■ ・月家

明治前期東駿・北豆主要牧畜結社
『明治初期静岡県史料ピ第二巻、『静岡県田方郡誌」、『沼津市誌』中巻などより

た
沼
津
宿
に
牛
乳
売
捌
所
を

設
置
し
、
バ
タ
ー
や
ワ
ー
ト

メ
ル
キ
も
製
造

・
販
売
し
た

ル
」
い
つヽ
。

こ
の
事
業
に
あ
た
っ
て
は

米
人
ア
プ

・
ジ
ョ
ン
ズ
、
津

田
仙
、
前
田
留
古
な
ど
中
央

の
人
物
か
ら
協
力
を
得
て
い

る
。
Ｄ

・
Ｗ

・
ア
プ

・
ジ
ョ

ン
ズ
は
、
明
治
八
年

（
一
人

七
五
）
か
ら
卜
二
年

（
一
人

七
九
）
ま
で
内
務
省
勧
業
察

の
御
雇
い
外
国
人
と
し
て
下

総
御
料
牧
場
で
牧
羊
を
指
導

し
た
人
．
津
田
格
子
の
父
と

し
て
知
ら
れ
る
津
田
仙
は
、

学
農
社
を
設
立
し
西
洋
農
法

の
普
及
に
尽
く
し
た
人
．
前

田
留
古
は
、
文
久
三
年

（
一

人
六
三
）、
オ
ラ
ン
グ
人
か
ら

技
術
を
修
得
し
、
横
浜
に
Ｈ

本
最
初
の
搾
乳
所
を
開
き
、
の
ち
東
京

で
牧
場

・
牛
乳
店
を
開
業
し
た
人
．
江

原
は
、
ア
プ

・
ジ
ョ
ン
ズ
に
牧
場
用
地

を
調
査
し
て
も
ら
い
、
津
円
に
は
横
浜

か
ら
洋
牛
を
運
搬
し
て
も
ら
い
、
前
田

に
は
搾
乳

・
製
乳
の
技
術
を
社
員
に
伝

習
し
て
も
ら

っ
た
と
い
う
。

し
か
し
士
族
に
よ
る
牧
畜
は
明
治
ト

年
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
失
敗
に
帰
し
、

そ
の
莫
大
な
負
債
が
後
々
ま
で
江
原
を

苦
し
め
た
こ
と
は
諸
書
に
詳
し
い
。
牧

牛
社
は
明
治
卜
八
年

（
一
八
八
五
）
の

解
散
ま
で
瀕
死
の
状
態
で
続
く
。
江
原

は
明
治
十
年
以
降
は
積
信
社
に
よ
る
製

茶
輸
出
事
業
の
ほ
う

へ
力
を
注
ぐ
こ
と

に
な

っ
た
が
、
牧
畜
と
縁
が
切
れ
て
し

ま

っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
．

明
治
八
年
官
林
に
編
入
さ
れ
た
愛
鷹

山
入
会
地
は
、
地
元
農
民
の
運
動
に
よ

り
江
原
が
中
央
工
作
を
行

い
、
十
六
年

に
無
料
貸
波
の
許
可
が
下
り
た
。
関
係

町
村
は
原
宿
外
五
ヶ
町
四
拾

六
ヶ
村
連
合
会
を
結
成
し
、

拝
借
地
の
植
林

・
牧
畜
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、

江
原
は
そ
の
総
理
に
選
挙
さ

れ
た
し
総
理
と
し
て
愛
鷹
山

牧
場
の
経
営
に
あ
た
る
彼
の

´

動
向
は
、
連
日
の
よ
う
に
「
終
日
牧
場
」

と
記
さ
れ
た
当
時
の
日
記
に
伺

い
知
る

、
ア
示

で
き
る
。
二
十
三
年

（
Ｔ
八
九

０
）
牧
場
の
業
務
は
連
合
会
か
ら
愛
鷹

牧
畜
会
社
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、

江
原
は
そ
の
顧
間
に
退
い
た
。

愛
鷹
牧
畜
会
社
は
、
山
居
（鷹
根
村
∵

梅
ノ
木
沢

（長
泉
村
Ｔ

一
枚
野

（浮

島
付
）
の
三
ヶ
所
で
牧
場
を
運
営
し
た

が
、
二
十
六
年

（
一
人
九
二
）
解
散
し

た
し
牧
場
は
、
原
宿
外
五
ヶ
町
四
拾
六

ヶ
村
連
合
会
の
後
身
原
町
外
十
ヶ
町
村

組
合
に
移
管
さ
れ
た
が
、
最
後
の
社
長

森
藤
七
郎

・
理
事
荏
原
正
明

（
元
長
窪

土
清
士
族
で
静
岡
藩
で
は
長
窪
蚕
業
所

養
蚕
織
物
取
扱
出
役
）
が
残
務
委
員
と

し
て
そ
の
後
も
運
営
を
継
続
し
た
し
し

か
し
三
十
二
年
に
拝
借
地
が
払
下
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ニ
ト
四
年

（
一
九

一三

）遂
に
廃
牧
と
な

っ
た
の
で
あ
る
）^

〈
参
考
〉
『
江
原
素

六
先
生
伝
』
、
大

野
虎
雄

「
沢
田
学
校
所
の
由
米
と
混
同

農
社
の
事
業
」
「
元
長
窪
上
着
士
族

の

事
業
」
『静
岡
県
郷
上
研
究
』
１６

・
メ
、

『
下
総
御
料
牧
場
沿
♯
誌
』
、
三
好
信

浩

『
日
本
教
育

の
開
国
』
、
円
村
栄
大

郎

『
日
本

の
産
業
指
導
者
』
、
「
愛
鷹

山
組
合
沿
■
史
』
、
『金
岡
村
誌
』
．

明治 4年の江原素六
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シ
リ
ー
ズ

ん
ど
違

い
は
な

い
。

こ
こ
で
問
題
な
の
が
③

の
序
文
で
あ

る
。
漢
文
で
書
か
れ
た
そ
の
序
文
の
最

後
に
は

「
明
治
庚
午
仲
春
　
土
ハ立
学
同

社
吉
田
賢
輔
撲
」
と
あ
る
。
共
立
学
同

社
と
は
、
明
治
二
年

（
一
八
七
〇
）
に

旧
幕
臣
の
英
学
者
尺
振
八

（
一
八
二
九

～
八
六
）
が
東
京
本
所
区
相
生
町
に
設

立
し
た
私
塾
共
立
学
合
の
こ
と
で
あ
り

吉
田
賢
輔

（
一
八
三
七
～
九
三
）
は
、

や
は
り
旧
幕
臣
の
英
学
者
で
共
立
学
合

の
教
師
で
あ
る
。
共
立
学
合
も
吉
田
賢

輔
も
沼
津
兵
学
校
と
は
直
接
の
関
係
は

な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
旧
幕
臣
と
い
う

点
で
静
岡
藩
の
沼
津
兵
学
校
と
何
ら
か

の
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

『智
環
啓
蒙
』
は
、
そ
の
関
係
か

ら
、
沼
津
兵
学
校

。
共
立
学
合
共
用
の

教
科
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

尺
は
後
に

「浜
松
県
士
族
」

と
称
し
て
い
る
の
で
、
当
時

東
京
に
あ
り
な
が
ら
静
岡
藩

士
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ヘ

共
立
学
合
は
、
明
治
十
二
年

（
一
八

八
〇
）ま
で
し
か
存
続
し
な
か
っ
た
が
、

慶
応
義
塾
や
同
入
社
に
も
並
び
称
さ
れ

た
英
学
塾
だ
っ
た
。
田
口
卯
吉
は
沼
津

兵
学
校
で
学
ん
だ
後
上
京
し
、
共
立
学

合
に
入

っ
た
。
ま
た
、
静
岡
藩
軍
事
掛

附
属
と
し
て
沼
津
に
在
勤
し
た
須
藤
時

一
郎
も
後
に
共
立
学
合
で
教
鞭
を
と
り

尺
と
の
共
著
で
『傍
訓
英
語
詢
礎
』
（
明

治
五
年
）
を
刊
行
し
た
。

尺
振
八
は
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）

か
ら
大
蔵
省
翻
訳
局
長
を
つ
と
め
る
が

（吉
田
賢
輔
も
副
局
長
と
な
る
）、
同
局

に
も
乙
骨
太
郎
乙

・
島
田
二
郎

。
田
口

卯
吉

・
望
月
二
郎
ら
沼
津
兵
学
校
出
身

者
が
集
ま

っ
た
。

ま
た
、
島
田

・
田
口

・
須
藤

・
波
多

野
伝
二
郎
な
ど
、
尺
振
八
や
沼
津
兵
学

校

・
共
立
学
合
を
め
ぐ
る
人
々
の
中
か

ら
は
、
沼
間
守

一
（須
藤
時

一
郎
の
弟
）

が
つ
く

っ
た
民
権
結
社
曙
鳴
社
に
参
加

す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

尺  振  八
(永井菊枝氏提供)

③ 沼津学校刊・吉田賢輔序文『智環啓蒙』

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
〈〉

沼
津
兵
学
校

と
共
立
学
合

沼
津
兵
学
校
が
教
科
書
と
し
て
刊
行

し
た
い
わ
ゆ
る

「沼
津
版
」
の
ひ
と
つ

に

『智
環
啓
蒙
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

一
八
五
六
年
に
中
国
人
用
の
英
語
テ
キ

ス
ト
と
し
て
香
港
で
出
版
さ
れ
た
英
人

レ
ッ
グ
の
著
書
を
原
本
と
し
て
い
る
。

同
書
は
沼
津
兵
学
校
以
外
に
も
、
鹿
児

島
藩

・
石
川
県
学
校

・
攻
玉
塾

。
広
島

洋
学
所

。
柳
川
春
三

・
瓜
生
寅
な
ど
が

翻
刻

。
出
版
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
沼
津

（兵
）
学
校

刊
行
の

『智
環
啓
蒙
』
に
は
、
二
種
類

が
存
在
す
る
。
下
の
写
真
が
そ
れ
で
、

い
ず
れ
も
当
館
所
蔵
で
あ
る
。
④
は
、

『筆
算
訓
蒙
』

『兵
学
程
式
』

『仏
蘭

西
歩
兵
程
式
』

『野
戦
要
務
』
な
ど
の

他
の

「沼
津
版
」
と
同
様
、
見
開
き
に

「徳
川
氏
改
印
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
、

奥
付
に
は

「売
捌
蔵
田
屋
清
右
衛
門
」

と
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
③
に

は
そ
の
ど
ち
ら
も
な
い
。
ま
た
、
③
）に

は
、
の
）に
は
な
い
序
文
が

一
丁
分
付
い

て
い
る
の
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
あ

と
は
、
内
容
は
勿
論
、
形
態
上
も
ほ
と

① 沼津学校刊『智環啓蒙』
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一悧

目

国

◎
企
画
展
「
む
か
し
の
ビ
ラ
・チ
ラ
シ

ー
紙
面
に
み
る
昭
和
世
相
史
―
」

を
開
催
中

昨
年
１２
月
２０
日
よ
り
今
年
２
月
２７
Ｈ

ま
で
、
昭
和
戦
前
期
の
商
店
。映
画
館
・

役
所
な
ど
の
ビ
ラ

・
チ
ラ
シ
を
集
め
た

展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
普
段
何

気
な
く
目
に
し
て
い
る
ビ
ラ
や
チ
ラ
シ

も
時
間
が
た
て
ば
当
時
の
時
代
や
世
相

を
反
映
す
る
歴
史
資
料
と
な
り
ま
す
。

昭
和
が
終

っ
た
現
在
、
こ
の
展
示
会
を

通
じ
て
も
う

一
度
昭
和
史
を
振
り
返

っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
ｔ

◎
Ｊ
口津
市
明
治
史
料
館
通
信
」の
バ
ツ
ク

ナ
ン
バ
ー
が
２０
号
に
な
り
ま
し
た
。

通
巻
第
―
号
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